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志水　寛先生の ご逝去 を悼む

　日 本水産学会名誉会員，高知大学名誉教授志水 寛博：ヒは 2000 年 2 月 28 日神戸市 に お い て逝去 さ れ ま した 。 享年

73才 で した
。

　先生 は ，1926 年 （大 正 15 年）4 月 11 日兵庫県 に お 生 ま れ に な り ， 昭和 26年 3 月京都大学農学部水産学科 を卒業

し， 同大学大学院特別研究生 5年次修了後 ， 京都大学助手 （昭和 31 年），同助教授 （昭和 35年）を経 て 近畿大学農学

部助教授 （昭和 37年）， 同教授 （昭和 40 年） に就任 さ れ ま した 。 そ の後，昭 和 43 年に高知 大学農学部 （栽培漁業学

科） に 教授 として移 られましたが，昭和 60 年に は 母 校 の京都大学農学部 （水産学科）に教授 と して 迎 え ら れ る こ と と

な り，平 成 2 年 3 月停年退官さ れ ま した 。 こ の 間 ， 昭和 60 年 に高知大学 か ら名誉教授 の 称号を受けて おられます 。

　先生 は 水産化学，水産食品学 な どの 分野 に お い て 多 くの 業績 をあげられ ま した が，なかで も魚類筋肉の 原料学的特性

に関す る 研究 お よび 魚肉 ね り製品の 弾力形成機構に 関する研究が主要な もの で，それ らが関連す る分野 に お い て 先導的

役割 を果 た さ れ ま した 。 ま た ， 先生 は幾多の 有為な人材 を育成 されま した が，本学会 に お い て も理 事，評議員，近畿支

部長 ， 各種委員を歴任され ， 本会 の 発展 に 貢献 されました。こ れ らの ご業績 に よっ て 昭和 51 年度 日本 水産学 会加工 技

術賞，平成 2 年度 日本水産学会功績賞 を受け られ，そ して 平成 9 年 に は同学会の 名誉会員 に推挙 さ れ て い ま す 。

　以前 か ら蒲鉾を通 じて わが国の 伝統食品 に多大 の 関心 を寄せ て お られ ，昭和 59年に は 同志と と も に 日本伝統食品研

究会を旗揚げされました。ご退官後 も神戸学院女子 短期大学 に特任教授と して 勤務され るか た わ ら，蒲鉾の 製造技術 の

伝承の み な らず，そ の ル
ー

ツ につ い て も並な ら ぬ 関心 を持た れ，變度 も海外に旅さ れ ま した 。 こ れ と平行 して わ が 国 の

ね り製品加 工 業 の 子弟育成を願 っ て ，平成 5 年 に は高知 市 に 「浦戸蒲鉾塾」 を開校さ れ ，多 くの 人材 を世 に 送 られ ま

した。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Fisheries Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Fisheries 　Soienoe

　先生は若年 よ り学 を 志 し，お だ や か で，職人 は だ の 気質 を持 ち あ わ せ て お られ ま した 。 しか し，こ う した 人に あ りが

ち な か た ぐる しい こ ろ は な く，ク ラ シ ッ ク 音楽 や 酒 を愛 し，多 く後輩，弟子 に 慕 わ れ ま した。平成 11年夏 に は 自 らの

病 と先 行 き を 察知 して ，会 した一
同 に 別 れ の 挨拶 を す ま せ，永遠 の 旅 に 発 た れた の で ありま す。

　 こ こ に 志水 　寛先生 の 生 前 の ご業績 を称 え，衷心 よ り哀悼の 意 を表 し ま す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （坂 口 守彦　京都大学教授）
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